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令和 7年匿ニュ ー スポー ツ体験講習会
令和7年9月25日（木） 午後1時30分～ いしかわ総合スボーツセンター サファI/ —+

本年も、特定非営利活動法人フレンドリー情報センター指導員の西尾和久氏を講師に迎え、13名の参加で、
「公式ワナゲ」、「バッゴー」の実技を体験しました
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金沢市民芸術村 芝生広場・憩いの広場
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令和7年70月7日（火）9:30~75:00 

●団体

成績 一般チーム スコア 女性チーム スコア
優 勝 かほく百七塚 449 志賀町レディース 484 
準優勝 中能登町A 449 津幡町女性 487 
3 位 能美市A 456 宝達志水町C 498 

●個人
成績 男性 スコア チーム名 女性 スコア チーム名
1位 泉 清 61 中能登町A 袋井 正子 66 中能登町B
2位 益野 陸朗 62 中能登町C 岩脇 一枝 70 津幡町女性
3位 三原 久明 64 志賀町A 村口よし子 70 輪島市B

令和7年度
東海•北陸
フロック

選手宣誓

参加チーム数・参加人数
一般チーム 44チーム
女性チーム 20チーム

言t 384名

※同スコアの場合は、高齢者を上位とする

令
和
7
年
度
東
海・
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー

研
修
会
は 、
岐
阜
隈
高
山
市
で

開
催
さ
れ 、
石
川
喋
か
ら
は
16

名
が
参
加
し
ま
し
た 。

1
日
目 、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
参
事
河
野
敦
子
氏
か
ら

「
基
調
報
告」
が
行
わ
れ 、
続
い

て 、
石
川
票
老
人
ワ
ラ
ブ
連
合
会

山
崎一
郎
事
務
局
長
か
ら
「
能

登
半
島
地
腰
後
の
県
老
連
の
対

応
等」
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

9
6
年
間
で
会
員
数
が
約
2

倍 、

60
歳
代
が
続
々
入
会 、

牢

50
歳
代
が
入
会
待
ち
の
金
沢
市
藤
江
健
寿
会

―

れ
ま
し
た。

ー

講
演
は 、
東
京
都
健
康
長
寿
医

一

療
セ
ン
タ
ー

研
究
所
副
所
長
藤
原

一

佳
典
氏
が
「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が

ー

導
く
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
＼

一

三
方
よ
し
型
フ
レ
イ
ル
予
防
の
ス

ー

ス
メ
＼」

と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し

こ
。
t

-

2
日
目
は
事
例
発
表
が
行
わ
れ 、

ー

石
川
県
か
ら
は
金
沢
市
藤
江
健
寿

ー

会
が
発
表
し
ま
し
た 。

久

氏

澤
本
氏
は 、
「
会
報
の
重
要
性」 、

「
60
歳
代
が
続
々
入
会
の
秘
訣」 、
「
地

元
の
関
連
機
関
と
の
連
携
体
制」 、
「
能

登
半
島
被
災
者
へ
の
対
応」
に
つ
い

て 、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト

等
を
用
い
て

詳
し
く
説
明
し
ま
し
た 。

最
後
に
今
後
の
展
開
と
し
て 、
40
名

以
上
の
60
代
会
員
を
継
続
す
る
取
り
組

み
を
強
め
「
持
続
可
能」
な
老
人
ク

ラ
ブ
に
す
る
こ
と 、
会
報
誌
『
健
寿

会
だ
よ
り』
を
継
承
で
き
る
人
材
育

成
の
具
体
化
等
を
話
し
発
表
を
終
え

ま
し
た 。

応
串
H1
回
｝即
A
自一＿
潟
泄
A
、
IJI
7
涵
励
励
（
5
q
併
5
、
IJI
7
m
)―-
)

'r
 920
 8557
 
EJ
 I一蓮恥5R
丑
袂
®H]3,1'
lO
酒
＃
励
商
岸
砂
祠
冴





「

心受賞おめでとう ございます

老人クラブ育成功労者知事表彰

·呵—

石川県老人クラブ連合会会長表彰

育成功労者

老人クラブ育成功労者知事表彰(5名）

【小松市】小原

【輪島市】山崎

石川県老人クラプ連合会会長表彰

育成功労者(44名）

【金沢市】紙尾

本山

立

荒木

西野

新川

江本

大野

安上

辰巳

森山

長田

中村

石崎

棒田

馬医

洋

勇

正

哲夫

司郎

順 一

克衛

昭

雄

隆吉

年博

輝枝

慶子

澄恵
ー信

健 一

暁美

和

夫

義人

【輪島市】山 本

渋谷

【金沢市】勘村

西

松岡

宮島

斉田

轟

清水

吉雄

昭

次

生

昭幸

東

子

之

槽

洋

廣

和秀

照
一

石川県老人クラブ連合会会長表彰

優良老人クラブ

【野々市市】松 本 闊

優良老人クラブ(2団体）

【野々市市】本町百働会

小森日出子

上田美知子

高本

西垣

富夫

啓二

中浜亜紀夫

宮野

山森ひと美

【七尾市】久木

幸子

稔夫

【中能登町】上徳宝寿会

【小松市】八田

【輪島市】崎田

森下

【羽咋市】松 永

【かほく市】架谷

幹也

和

平
華—
ロ

勇

男育

宮坂勁知郎

7

【白山市】永井

西村

【内灘町】豊原

【宝達点水町】山端

池田

松田

【中能登町】殿垣内

【穴水町】小森

一

子

生

洋

正

博

勇

幸

純

君

菊

正

祝 辞
石川県知事

馳 浩氏

宣 言
石川県老人クラブ連合会

商山 恵子副会長

講 演
富山短期大学経営情報学科
高木 綾了教授

贄

』

祝 辞
石川県議会議長
安居 知世氏

あいさつ
石川県老人クラブ連合会

須野原 雄会長

謝 辞
輪島市老人クラブ連合会理事

山崎 勇氏

相手に合わせるごとができれば
誰とでも合わせることができます！

メ
イ
ン
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第
六
十
四
回

石
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

「
の
ば
そ
う
！
建
康
寿
命、

担
を
つ
ー・
地
域
つ
く
り
を」

令
和
7
年
11
月
11
日

因 、
金
沢
歌
劇
座
に
お
い
て 、
「
第
六
十
四
回
石
川
嗅
老
人

ク
ラ
ブ
大
会」
を
開
催
し
ま
し
た 。
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
代
表
者
等
が
参
加
し 、

大
会
席
上 、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
知
事
表
彰
と
石
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰
を
行
い 、
長
年
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た 。

式
典
に
続
き 、
富
山
短
期
大
学
経
営
情
報
学
科
の
高
木
綾
子
教
授
を
講
師
に
お

迎
え
し
て
「
脳
み
そ
鍛
え
て
楽
し
い
人
生
ー

人
間
関
係
の
良
し
悪
し
は
脳
が
決
め

る
ー」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た 。

高
木
教
授
は 、
会
場
の
参
加
者
の
質
問
に
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て 、
気
軽
に
答
え

ら
れ
て
い
ま
し
た 。

参加者に気軽に問いかけ

第
六
十
四
回
石
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
「
の
ば
そ
う
！

健
康
寿
命 、

担
お
う
1・

地
域
づ
く
り
を」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
心
身

の
健
康
づ
く
り
に
努
め 、

自
立
し
た
生
活 、
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に 、
知
識
や
経

験
を
活
か
し 、

諸
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
地
域
の
社
会

活
動
に
取
り
紐
ん
て
ま
い
り
ま
し
た 。

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
く
な
か
で 、

高

齢
者
の
当
事
者
団
体
で
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
が
主
体
的
に

社
会
参
加
を
働
き
か
け 、
健
康
づ
く
り
支
援
や
地
域
支

え
合
い
活
動
な
ど
の
幅
広
い
生
活
支
援
活
動
に
取
り
紐

む
と
と
も
に 、
世
代
間
交
流
活
動
を
通
し
て 、
地
域
の

つ
な
が
り
を
深
め 、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
は
き
わ
め
て
意
義
の
あ
ろ
こ
と
て
す 。

特
に 、
令
和
6
年
能
登
半
島
地
痕
の
影
響
て
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
被
災
高
齢
者
の
孤
立
防
止
や
フ
レ
イ
ル
対

策
と
し
て 、

老
人
ク
ラ
ブ
が
集
い
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
て 、

介
護
予
防
の
推
進
や
仲
間
づ
く
り 、

生
き
が
い

づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す 。

す
べ
て
の
人
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で 、
生
き
が
い

を
も
っ
て
暮
ら
し 、

共
に
支
え
合
う
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て 、

今
後
と
も 、
他
の
世
代
や
関
係
団
体

と
連
携
し 、

安
全
•

安
心
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す 。

今
和
七
年
十
一
月
十
一
日

宣

言
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ホスピタルギャラリー

公お9 ーヨ '48知1maロ 『

石川県老人クラブ連合会コ ー ナ ー について

日本では、 人口減少、少子高齢化が進み超高齢
化社会に突入しています。 こんな日本にあって元
気な高齢者が活躍する社会がとても霞要となって
います．

元気を保つ秘訣は、 運動（歩く）すること、社
会活動をすることと共に11il作活動をすることです．
龍庫をつくるア ー ト、 すなわち健傾増進7 ー ト
lH四!Lh·crealive. Art)をナーマとしてポスピクル
ギャうリ ー を開催しており、 その一つとして石Jll
県老人クラテ是合会コ ー ＋ーを設旧しました．

このコ ー ナーでは、石lll凧老人クラブ連合会の
皆様にご協力をいただいております． ご協力に慇
謝いたします．

金沢市立病院病院事棠管理者
“f11.lR男

病院が美術館になる日

出品された生花の作品

金沢市立病院正面玄関から会場を望む

ホ
ス
ピ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は 、

病
院
内
に
設
置
さ
れ
た

ア
ー
ト

展
示
ス
ペ
ー

ス
の
こ
と

で
す 。

患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家

族 、

病
院
に
訪
れ
る
す
べ
て
の

人
た
ち
の
心
を
癒
し 、

安
ら
ぎ

を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す 。

病
院
の
雰
囲
気
も
明

る
く
な
り 、

治
療
中
の
方
々
の

気
持
ち
を
少
し
で
も
楽
に
す
る

た
め
の
取
り
組
み
で
す 。

金
沢
市
立
病
院
で
は
平
成
21

年
度
よ
り
金
沢
美
術
工
芸
大
学

と
の
連
携
の
も
と 、
「
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
ア
ー
ト
・

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト」

に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ

ま
し
た 。

県
老
連
と
し
て
も 、

こ
の
趣

旨
に
賛
同
し
て 、

金
沢
市
立
病

院
の
第
14
回
ホ
ス
ピ
タ
ル
ギ
ャ

ラ
リ
ー

に
協
力
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た 。

ま
た 、

同
様
の
試
み
と
し
て 、

被
災
地
の
翰
島
市
に
お
い
て 、

市
立
輪
島
病
院
と
共
催
で
ホ
ス

ピ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

能
登
を
開

催
し
ま
し
た 。

（ 金沢市立病院 】
2025年9月13日（土）～15日（月）

，
 

： 市立輪島病院 】
2025年12月13日（土）～14日（日）

被
災
地
支
援
事
業
の
＿

環
と
し
て 、

能
登
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
を

招
待
し
ま
し
た 。

両
日
と
も 、

鑑
賞
前
に 、

前
多
学
芸
主
幹
兼
課
長
か
ら
横
山
大
観 、

北
大
路
魯
山
人
の
作
品
等
に
関
す
る
説
明
を
し
て
い
た
だ
き 、

そ
の

後 、

作
品
を
ゆ
っ
く
り
と
堪
能
し
ま
し
た 。

石
川
県
立
美
術
館
で
近
代

日
本
画
の
名
品
と
陶
器
を
鑑
賞

横
山

大
観
と

北
大
路

魯
山
人

屈 2025 7.16（水）

志賀町老人クラブ連合会

2025 7.29（火）

穴水町老人クラブ連合会

北紐：i； 1 

足
立
美
術
館
所
蔵

7

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
寄
り
添
っ
て
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